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I 杉 太 昭 七 氏 (京都大学経済研究所助教授)
｢現代資本j=義論の系譜｣
ⅠⅠ 飯 野 春 樹 氏 (関西大学商学部教授)
｢経営組織論の現状 と課題｣
III 山 EE] 浩 之 氏 〔京都大学経済学部教授)
｢都市問題 の経済分析｣
杉本会員は,第I次大戦後の現代資本主義研究に見られるいくつかの類型,すなわち
マンテル, ローソノン等の ｢不均等発展法則の直接的適用論｣, ノ､イマーの ｢調和的帝国
主義論｣, -クトフの ｢7ノリカ超帝国主義論｣, プーラソツアスの ｢統合的帝国主義
論｣を批判ElJに検討し,現代資本主義の解明には,アメ1)カを中心とする世界経済の構
造と,世界的規模の分業を内化した多国籍企業に見られる生産力 ･資本の集積構造 7
メ.)カの先端技術部門が各国の産業構造に与える影響,軍事,通貨,援助等をとおして
のアメリカの国家としての活動,という三つのレベルから分析する必要のあることを指
摘した｡
現代社会において組織は重要な意義をもっているが,飯野会員の報告は,マクロ的お
よび機能的な従来の組織構造論に,人間-個人の視点を導入して組織論の革新を行な-.
たバーナ-ト理論の現代的意義をめぐるものであった｡氏はとりわけ,組.織目的の達成
における両者の統合の必要性をバ-チ-トが主張した点を高く評価し,パーデートのJb
法はたとえば,外的環境と企業のあいだに起こる公舎問題の回避や,日本企業の海外進
出にともなうトラブルの解決等に有効な視角を捷供していると論じたo
山田会員はまず都市経済学の存在理由として,都市において相互に関連しながら発生
している住宅 .土地問題,環境問題,交通問題,財政危横,社会的病理現象などの諸間
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題が,個々の経済学では解FlDiできない点を論じたのち,これらの都市間題をもたらす基
本的要田として,都市化につれて進行する職住分離 .社会階層分離のセグリゲーショ
ン,他方での住工混在に見られる都市の土地利用構造の変化を重視すべきであるという
考えを述へたo氏は土地の利用構造の背後に所得分配の不平等があることを持摘し,那
市問題の要因としてよく言及される社会資本の不足,過度の集中なども,これらの基本
報告の論題がいずれも現代の トピックスにかかわるものであったため,会員相互のあ
いだに活発な討論が行なわれたOまた本大会の運営についても,貴重な助言をいただい
た｡これらの助言を参考に,専門に特化した学会とは異なる本大会の特色を生かした運
営について,さらに研究しなければならないと考えている｡
(研究委貞 淑地LU 敏)
